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研究成果の概要（和文）：  本研究の目的は、基礎看護学教育で学生のリスク感性を高める、医療安全教育プログラム
の成果を明らかにすることである。学生の学習経験を考慮して、実施時期や教材、トレーニング方法を修正したプログ
ラムを実施し、リスク感性の変化とインシデントに対する意識や行動から効果を検討した。修正プログラムは、実習期
間中に介入することで、学生が実習経験を反映した危険予知を行ったり、医療安全従事者の意識を高め、医療チームの
一員としてのリスクマネジメントの取り組につながっていた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the effect of the medical safety sensibili
ty training program to the student nurse.In view of the learning experience of the student nurse, by modif
ying the training methods and materials and timing of implementation, we conducted a program. We investiga
ted the changes in the risk sensitivity of them, the awareness and behavior of risk management.
By carrying out this program, the effect of the following two points became clear. One of them, the studen
t nurse predicted the risk by taking advantage of the experience of their own. Another one to raise the aw
areness of medical workers of safety management, and they acted as a member of the medical team.

研究分野：

科研費の分科・細目：

看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 看護基礎教育では、卒業時の実践能力の向
上を目指して、平成 21 年度のカリキュラム
改正で統合分野に「医療安全の基本的知識を
習得すること」が挙げられ、具体的・効果的
な医療安全教育についての検討が始まった。
研究者らのこまでの医療安全教育に関する
研究では、講義と KYT（危険予知トレーニン
グ：危険への感受性･集中力･問題解決能力・意欲
の向上という個人の能力開発を目指す実践的な教
育方法）で構成した医療安全教育を実施し、
学生の危険予知の傾向 1）や、推論過程での論
理的思考の課題 2)や、介入の成果として、学
生の視野が広がり、医療安全従事者としての
自覚の芽生えることが明らかになった。また、
介入時期・教材については、実習経験後に動
画で学生がイメージしやすい事例にするこ
とで、学生は自己の経験を活かして「事実を
正確に捉える」、「論理に飛躍や矛盾に自ら気
づく」、「推論の軸にずれが生じ現象を問題と
捉える」、「危険要因の関連性を理解する」と
いった傾向が見られた 3）4）。そこで今後は、
学習段階に合わせて学生の能動的学習を促
進する教材や教育方法を検討することとし
た。 
  
２．研究の目的 
 基礎看護学教育において、学生に対して
KYT を活用した段階的なプログラムを計
画・実施し、介入の成果を明らかにする。そ
して、リスク感性を育成する系統的・効果的
な医療安全教育プログラムの検討を目的と
する。 
 
３．研究の方法 
１）医療安全セミナーの概要  
（1）反復的な介入：領域別看護学実習（3年
次～4 年次に 7 ヶ月実施される学習領域別の
看護学実習）前後に介入した（平成 23年度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 領域別看護学実習前・後の反復的介入 
 
（2）医療安全セミナーの介入方法の修正：
平成 23 年度の研究結果に基づき、介入時期
を実習期間中、教材は学生の学習段階を考慮
して動画事例（平成 23 年度 2 回目セミナー
事例と同事例）、トレーニング方法を学生の
論理的思考の課題を踏まえて、RCA（根本原
因分析法：インシデント事例を分析し,その根本

原因を同定し,対策を立案・実施して「事故の再発
防止と未然防止」を図るという分析システム、論
理的思考と医療安全への関心を高める）に変更し
た。（平成 24～25 年度） 
表１ 実習期間中に変更して実施した介入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2）調査方法 
（1）A大学看護学科 4年次生に対して。図 1
の領域別看護学実習前・後の反復的介入の成
果を明らかにするために、教育目標を踏まえ
た【リスクマネジメントの意識】【リスクマ
ネジメントの実践】【リスク感性の変化】の 3
つの要因について、22 項目で構成された、自
記式質問紙で質問紙調査を行い、2回目の「介
入あり」群と「介入なし」群をｔ検定で比較
した。また、「介入あり」群の 2 回目セミナ
ー受講後の縦断的変化を一元配置分散分析
（対応あり）で分析した。（平成 23 年度） 
（2）A大学 4年次生に対して、表１の実施時
期を実習期間中、方法を RCA に変更して実施
したセミナーの成果を明らかにするために、
上記の自記式質問紙に【医療安全の知識】を
加た 4要因について「受講前」「受講後」「領
域別看護学実習後」「看護学総合実習後」に
調査を行い縦断的変化を一元配置分散分析
（対応あり）で分析した。 
（3）看護実践の中での医療安全の実践の状
況を明らかにするために、領域別看護学実習
中のヒヤリハット体験場面を想起し記述す
る質問紙調査を実施し、体験の有無、ヒヤリ
ハット体験に対する振り返りの実態を質的
に分析した。 
 
3）倫理的配慮 
学生を対象とするため、本研究が成績評価
等には関与しないことや匿名性・自由意思の
尊重を保証し同意を得た。本研究は大分大学
医学部研究倫理審査委員会の承認を受け実
施している(平成 20 年度～)。 
 
４．研究成果 
１) 反復的な危険予知トレーニング（KYT）
で実施する医療安全教育プログラムの成果 
（1）「介入あり」群と「介入なし」群の比較
による質問紙調査の結果、2回目介入前には、
3要因について「介入あり」群と「介入なし」
群の差はなく、2 回目セミナー実施前の状況



は同様であった。「総合実習後（すべての実
習終了）」に、「介入あり」群と「介入なし」
群を比較すると、有意な差は認められなかっ
た。（表 2） 
表 2「介入あり」群と「介入なし」群の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）「介入あり」群の 2回目のセミナー受講
後の成果 
 2 回目セミナー受講者の縦断的調査では、
【リスク感性の変化】と【リスクマネジメン
トの実践】に調査時期による」差が認められ
た。 【リスクマネジメントの実践】では「領
域別実習後」に比べ、「受講直後」の方が有
意に高くなっていた（p=0.04* )。【リスクマ
ネジメントの意識】はいずれも平均値 4.2 以
上で、差はみられなかった。(表 3) 
表 3 「介入あり」群の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 2 回目のセミナー受講の有無による「介入
あり」群と「介入なし」群の調査に明らかな
違いはなかった。しかし、「介入あり」群の
縦断的な調査の結果から、【リスクマネジメ
ントの意識】は高値で維持され、【リスクマ
ネジメントの実践】では、2 回目セミナー受
講前・後の変化が明らかであった。学生への
医療安全教育は、学生が自分の頭で考え行動
に結び付けるまで理解するには段階的な積
み重ねと反復学習が必要 5）と言われており反
復的な KYT による具体的な事例の分析は、医
療安全の知識を使った思考の機会となり、学
生が医療安全の知識を再認識し、危険予知に
活かす方法を学び医療安全従事者としての
意識を高めることに有効であったと考える。
また、学生の危険の判断過程は問題解決思考
に課題があると言われるが、2 回目セミナー
受講直後には[問題解決思考を身につける]
意識が高まっていた。このように領域別実習
を体験した学生は、現実感覚を持ち、場や時
間的移行など多角的で複合的にリスク要因
を分析する力をつけていることから、現実の
状況を踏まえて思考したことが、リスクマネ
ジメントの問題解決的意識につながり、学生
が自己の課題を自覚する機会になったと考
える。 
 

２）医療安全セミナーの介入方法の修正後の
成果 
 調査した 4要因ごとに結果を述べる。 
（1）．医療安全の知識 
【医療安全の知識】の平均値は、「受講前」
が3.01（±0.56）、「受講直後」が4.50(±0.29)
で、「受講直後」が「受講前」よりも有意に
高かった（ｐ＜0.00）。 
（2）リスクマネジメントの意識 
【リスクマネジメントの意識】の各時期の平
均値は、「受講前」3.84（±0.49）、「受講直
後」4.54（±0.34）、「領域別実習後」4.32（±
0.37）、「総合実習後」4.57（±0.31）で、「受
講直後」「領域別実習後」「総合実習後」はい
ずれも「受講前」より有意に高かった（ｐ＜
0.00）。また、「受講直後」と「総合実習後」
に有意差はなく、「受講直後」（ｐ＜0.01）と
「総合実習後」（ｐ＜0.00）は「領域別実習
後」より有意に高かった。（表 4） 
 表 4 リスクマネジメントの意識 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）リスクマネジメントの実践 
 【リスクマネジメントの意識】の各時期の
平均値は、「受講前」3.26（±0.58）、「受講
直後」4.18（±0.43）、「領域別実習後」4.01
（±0.47）、「総合実習後」4.08（±0.60）で
あった。「受講直後」「領域別実習後」「総合
実習後」のいずれも、「受講前」より有意に
高かった（ｐ＜0.00）。また、「受講直後」「領
域別実習後」「総合実習後」の 3 つの時期に
有意差はなかった。（表 5） 
 表 5 リスクマネジメントの実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）リスク感性の変化 
受講直後からの 3回の【リスク感性の変化】
は、「受講直後」4.48（±0.34）、「領域別実
習後」4.48（±0.42）、「総合実習後」4.35（±
0.62）で、3つの時期で有意差はなかった。 
 
 これらの結果から、セミナー受講により学
生は医療安全の知識を習得していた。また、
【リスクマネジメントの意識】と【リスクマ
ネジメントの実践】では、いずれの要因も「受
講前」より「受講直後」「領域別実習後」「総
合実習後」の受講後の平均値が高く、学生は
本プログラムを受講により医療安全従事者



と行動についての意識を高めていた。【リス
クマネジメントの意識】では、「領域別実習
後」がやや低下しており、実際の臨床経験の
中で、これまで机上で学んだことを臨床で看
護として具象化することの難しさなどを感
じ、実践能力として実感しながら学んでいる
と考えられる。また、得点は、4点台で、【リ
スクマネジメントの実践】では受講後には違
いがないことから、看護学実習中の看護実践
でもその意識と医療安全の行動は継続され
ていると考えられた。【リスク感性の変化】
も受講後の時期による差はなく、学生は看護
学実習を通して自己のリスクに関する視野
の広がりや医療安全従事者としての意識の
変化を実感していると考えられた。 
 
３）看護学実習中のヒヤリハット体験並びに、
ヒヤリハット体験に対する振り返りの実態 
（1）ヒヤリハット体験数と体験者 
 実習中のヒヤリハット体験の総数は平成
23 年度は合計 44 名、44 件、そのうち「学生
本人」が体験していたのは 23 件（52％）、他
の学生や看護師を含めた「自分以外」が 21
件（48％）であった。 
（2）ヒヤリハット体験をした看護技術場面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 ヒヤリハット体験をした看護技術場面 
 
（3）学生の実習中のヒヤリハット体験を通
した学習の実態 
平成 23年度は当事者 23名のうち振り返り
ありは 16 名であった。他者のヒヤリハット
体験を通じて検討を行ったものは、20名中 7
名で、振り返りを行った学生のうち 19 名
（82.6％）は、自発的にもしくは指示されて
振り返りを行っていた。そのうち 12 名は、
自ら報告、もしくは検討会で振り返りを行っ
ていた。振り返りの理由として「繰り返さな
いため」とするものが 66％であった。（図 6） 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 図 6 振り返りを行った学生の自発性 
  
ヒヤリハット体験の内容から、学生は、日常

生活援助場面における看護技術に関するこ
とで、実習中に体験可能な実践内容や、情報
やプライバシー管理に関わる医療や学習の
周辺環境の急激なＩＴ化に影響を受けてい
ると考えられる。 
教育の成果としては、学生が実習を通じて
体験したと認識しているヒヤリハットは、学
生自身の体験だけでなく、自身以外の者のヒ
ヤリハットに対しても、実習中の「ヒヤリハ
ット体験」として認識していた。また、振り
返り学習の動機は、「繰り返さないため」が
多くを占め、振り返り学習を実施した学生は、
再発防止の意識を持ち、学生自身の実践的な
リスクマネジメント能力の獲得への学習意
欲からヒヤリハット体験を学習機会と捉え
ている証と考える。これらの、学生のヒヤリ
ハット体験とその後の振り返りの実態から、
リスクマネジメントの意識や、ヒヤリハット
体験への対処行動についてのリスクマネジ
メントの実践がなされていると考えられる。 
再発や予防意識の向上につながる、ヒヤリ
ッハット体験の振り返りでは、主体的な学習
態度を持つ学生とそうでない学生がおり、今
後も指導者の支援の必要性があると考えら
れる。 
 
４）まとめ 
本研究では、セミナーを受講した学生に縦
断的に実施したリスク感性の調査結果から、
学生はセミナー受講により医療安全に関す
る知識を得て、リスクマネジメントの意識や
医療安全従事者としての自覚を高め、看護学
実習もその意識は継続されていることがわ
かった。また、学生は他者のインシデント体
験も自己の体験として共有して、再発防止の
ために振り返るなど、医療チームの一員とし
て医療安全に取り組む姿が明らかになった。
このことより、医療安全プログラムを、領域
別看護学実習の途中で動画事例でRCAに方法
を変更したプログラムは、4 年次生の学習経
験を活かし、学生の学習段階を踏まえたプロ
グラムとしての成果があったと考える。 
看護学実習の場での様子も含めて学生の
医療安全の意識や行動は明らかになってき
たが、実習経験にも影響されていることを考
えると、本プログラムがどのように実践に活
かされているのかは明確でない。また、看護
基礎教育は臨床での看護実践能力の基盤と
なることを考えると、卒業後、臨床での医療
安全実践への影響までを明らかにして看護
基礎教育における医療安全教育の評価をす
る必要があり今後の課題である。 
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